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	１　開会
本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。
また、日頃から当市の健康づくり施策にご理解ご協力を賜り厚く感謝申し上げます。佐渡市では、市民の総合的な健康づくりの方策等について、市民の皆さまからご意見をいただきながら、「第２次健幸さど２１計画」を推進していくために健康づくり推進懇談会を開催しております。本日は、ご意見を取り入れた取り組みの報告と成果を報告し、さらに市の現状を皆様と共有したうえで、健康寿命日本一を目指した今後の取組について協議させていただきたいと考えております。
限られた時間ではありますが、多くのご意見を頂戴したいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。
＜事務局説明＞

２　これまでの振り返りと今年度実施した取組の報告
資料：「みんなですすめる食と運動～こころのあったか大作戦～SIZES
／SIZES大作戦～５ヶ年戦略」
佐渡市では、市民主体の健康づくりを推進するために、健康づくり推進懇談会を開催し、ご意見を取り入れながら健幸さど21計画、歯科保健計画、食育推進計画の目標達成に努めた。健康寿命日本一を目指してみんなで取り組んでいくために考案したSIZESが市民に浸透していないことが課題として挙げられ、令和３年度にSIZESを浸透させるための５ヶ年戦略が生まれた。その翌年度には、コロナ禍や時代の移り変わりによって地域のつながりがむずかしくなっていることから、つながりを大切にした健康づくりへのアイディアをいただき、この5ヶ年戦略をさらにパワーアップさせた。（赤字箇所）
＝今年度活動紹介＝
【健康医療対策課の取組説明】
○PR
・「健康推進月間」のぼり旗の掲示
毎年10月と１月を健康推進月間と定めて、本庁や支所、行政サービスセンターなどの行政機関、温泉施設、健康づくりに関する包括連携協定を結んでいる企業、健康フェスティバルへ参加いただいた団体へ協力依頼。
・SIZESポロシャツの着用
市の保健師、栄養士がこのポロシャツを着用し、各地区で実施している健診に従事。健康フェスティバルやしまびと元気まつりなどのイベントにも着用。
・市報掲載
「健康寿命日本一を目指してみんなでやらんかさ」というタイトルで、毎月様々な健康づくりに関するテーマについて掲載。今年度は４月、10月、12月、２月にSIZES（サイズエス）の紹介。
○イベント

・健康フェスティバル「じょうぶら」
食、運動、歯、心の健康、SIZESなど様々な要素を取り入れ、体験ブースを設置し、目で見て、食べて、体験して、自分の健康と向き合えるような内容で実施。昨年度の健康づくり推進懇談会のなかで、運動のイベントをやりたいとお声がけしていただいた方にも講師としてお願いすることができた。
・しまびと元気まつり

健幸さど21計画の目標達成のために市民主体で活動を行っているしまびと元気応援団が、しまびと元気まつりを島内４か所で実施。全会場で減塩豚汁を提供。他にも運動グループによる筋トレ体験、まち歩き、災害時にも役に立つパッククッキングなど実施。関係団体から協力をいただいたり、保育園等の作品展を行ったりしてつながりを大切にした。
○連携事業
・健幸ぽいんと
４課連携事業。健康づくりに関するイベントや教室への参加、健診受診、健康づくりのための取組を行うとポイントがもらえる。６月から開始したこの事業は、1月末現在で約2,000人の方が参加、約3,400件応募があった。
【保育園・幼稚園の取組】
○運動実施について
近年生活が便利になった現代社会では子どもたちがおもいっきり身体を動かすことができなくなりつつあり、その結果、子どもたちの基礎体力や、運動能力の低下、さらには心の発達にも影響が及ぶと懸念されている。実際に保育園の子どもたちをみても、活動を始めてすぐに、疲れた、やりたくない、などの声が聞こえる。また、体幹が弱く、給食を食べる姿勢が悪かったり、段差のない所で転んだりと怪我が多い。同時に体を使った遊びが苦手な子供も増えている。運動をすることで、集中力が付き、学力向上につながり、社会への適応能力が身につくと言われている。
佐渡市の公立保育園、幼稚園、併せて17園では、各園で年間5回、運動あそびの巡回指導を令和3年度から実施。令和３年度、４年度はコロナウイルスの関係で、中止になることが多かったが、令和５年度は、ほぼ計画通り実施できた。
講師は一般財団法人佐渡市スポーツ協会の先生。体を動かすことの専門知識のある方から指導をしていただき、子どもたちも体を動かす遊びを楽しみながら、運動能力を高めている。エアーマットの上をジャンプしたり、ハードルやラダーを使って飛んだり、バルーンやピンポン玉と紙コップを使ったり、風船などを使って運動あそびを行っている。1回目と5回目に立ち幅跳びをして、子ども一人ひとりの伸び率を確認している。
【健康推進協議会の取組】
○つながりを大切にした活動
・相川支部では、佐渡高校相川分校で、あったか食堂を行っている。おにぎりやすり身汁などの食事提供を通じて、生徒と地域の人とのふれあいの場を作っている。地域ぐるみで子育てを応援し、高校生自身も地域に貢献したいという気持ちになってほしいという願いも込められている。平成30年度からスタートし、今年で６年目。1年生には、調理実習も行っている。毎年定番のオムライスや、災害時に役立つようにと、じゃがりこで作るポテトサラダは生徒達に好評。
・真野支部では、ふれあい広場を行っている。会場は真野ふるさと会館で、真野地区公民館、社会福祉協議会、アフタースクールと連携しながら活動を進めている。今年度からスタート。子どもからお年寄りまで、どの世代の人でも参加でき、食を通じた地域の交流拠点の提供を目的としている。社協からレクリエーションで脳トレやおりがみ、ゲームなどを実施していただき、昼食に健康推進員が作ったカレーや、サラダなどをみんなで食べて、交流を深めた。
・小木支部では、地域のイベント小木あゆすDAYで、世代を超えたつながりの場の提供の取り組みを行っている。小木行政サービスセンターをはじめとする各団体と連携し、様々な体験をみんなで一緒に行うことで、笑顔で過ごせるような活動を行っている。令和４年度からスタートし、今年で２年目。健康推進員としては郷土料理の「おこし型」や、「たいごろ」づくりで交流をしながら、佐渡の伝統文化を広めることができた。また別の開催日では、健康推進員が作ったカレーライスをみんなで食べ、和気あいあいとした時間を過ごすことができた。
○その他の活動
・日めくりカレンダー
食、運動、歯をテーマとし、昨年度作成。今年はこの日めくりカレンダーをイベントで配布、市報掲載等PRに力を入れている。今後は1枚のポスターにして、お店や集落センターに貼って、より多くの人の目につくようにしていく予定。
・健推おすすめレシピ
佐渡市は高血圧の人が多く、また濃い味付けを好む人が多いため、減塩で簡単、季節の食材を使って作れるレシピを今年と来年にかけて作成中。
≪グループワーク≫
ここまでお聞きいただいての感想、皆様の過ごされている職場や団体において実施している健康づくりへの取り組み紹介。（発表なし）
＜事務局説明＞

３　佐渡市の健康課題とSIZES（サイズエス）の取り組みについて
資料：「佐渡市の健康課題とSIZES」の取り組みについて」
子どものむし歯有病者率が目に見えて改善していることについて、日頃の診療や活動の中で、見えてくるようなことや、思いを聞かせてください。
平成27年に、県内のワースト１となった時、「これはいかん、何かしなくちゃいけない」と思い、まず歯科医師会の中で、これをなんとか平均以上に、県内トップにしようと有志を募り、佐渡歯っぴーきっずプロジェクトを立ち上げました。市役所、保健所の方に加わってもらい、ほとんど毎月の様に会議を行っています。そういう数値が、結果としてだんだん出てきているのだと思います。
佐渡市は随分前から小中学校と園のフッ素洗口、幼児のフッ素塗布などむし歯予防の取り組みをやっていますが、なかなか成果が出ませんでした。
市内の園・小中学校に貼ってあるポスターは子どもたちが毎年描いてくれた中から、優秀作品を選んで、毎年変えて、啓蒙活動をしています。
歯っぴーきっずプロジェクトは子ども対象ですが、おじいちゃんおばあちゃん、佐渡市民を含めた活動としてさらに盛り上げていきたいと思っています。
≪グループワーク≫

佐渡市の６つの課題を解決するためにどんなことができるとよいか。
①朝食を欠食のする人の割合（全世代）
②肥満の割合（育ち盛り世代～働き盛り世代）
③胃がん健診の受診率、精密健診受診率
④濃い味付けを好む人の割合（働き盛り世代～活躍盛り世代）
⑤バランスの良い食事を1日２食以上摂る割合
（働き盛り世代～活躍盛り世代）
⑥生きがいを感じる人の割合（活躍盛り世代）
視点：職場、地域、仲間でできること、いろんな人に届ける方法、続けられる工夫とはで話し合ってください。
≪発表≫
ヒルトップを早朝開ける。朝稽古とか朝練をしたい人もいるでしょうから、朝開けましょう。
続けられる工夫。子どもがマラソン大会の前に一生懸命走ると、ラジオ体操のカードみたいにポイントとかシールがもらえるそうなんですが、それをどんどん進化していくカードにする。子どもは期間を決めてやると、頑張れる。マラソン大会前のようなカードを作る。
子どもはそうやって目に見える形でやれるといいんですが、大人は財布の中がポイントカードでいっぱいになっているので、健幸ぽいんとをアプリ化したら、いろんな人に届けられることになるのかな。

追加として、早朝ヒルトップで朝ご飯をみんなでおいしく食べる。健幸ぽいんとのアプリ化は島民割引カードを使ってやるといいなとアイデアが出ました。
朝ご飯を食べないというところに着目をして話をしました。話をしていく中で、なぜ食べないのだろう、という話をしたのですが、小さい頃から朝ご飯を食べる習慣のある子は、習慣でその後も食べるよね、習慣が大事だよね、というところへ行きつきました。実際にどんなことがやれるかというと、職場、地域でやれることについては、高校生を対象に簡単に作れる朝ご飯のレシピコンテストを実施したらどうかというアイディアが出ました。
いろんな人に届けられる工夫というところでは、健推さんの作ってくれた日めくりカレンダーがとってもいいね、ということになり、これを広報、市報、LINEでいろんな人に届けられるといいね、という話になりました。
朝食は、しっかり食べないといけない、というイメージがありますが、まずは口に入れる習慣をつけるということで、バナナと牛乳でもいいし、ゆで卵とジュースでもいいのでまずは何かを口に入れる習慣をつくる。２食より３食食べる方が肥満になりにくいですなどメリットをちゃんと入れて目に訴えられるようにする。文章じゃだめ。通勤途中でも、忙しい働き盛りの人でも、遠くに通う高校生でも、車の中ででも食べられるところからかな、と思いました。
ラジオ体操です。音楽が鳴れば、やってもいいかなという人達でまず体を動かす。集まりの時にまずラジオ体操をする。皆さん、いろんなところからお集まりかと思いますが、それぞれの集まりの場で、まずラジオ体操を行う。酸素を頭の中に入れて、体を動かして、スカッとしてから気持ちよく会議に入る、仕事を始める。まず市役所からどうですか、という意見がありました。
正しいラジオ体操を普及するために、ラジオ体操マンをおく、保育園にはドラえもんラジオ体操を普及したいというのもあるそうです。例えば何曜日に、夏休みも高齢者と一緒にやる機会があるといいのかなあと思いました。そのためには音頭をとるリーダー育成も必要だと思いました。
今回は塩分、濃い味付けについて話をしてみました。職場、地域、仲間でやれることで考えてみました。
職場では健診を受けてもらうことが第一かなというのがあります。昨年度から佐渡市では尿中塩分測定をしており、その値があって実際目で見て、自分がどれだけ塩分を摂っているかがわかる、目で見えないとイメージがわかないだろうな、と思いました。
仲間に対しては、塩分の摂りすぎが寿命を短くさせるということを自覚させる、知ってもらう。惣菜コーナーで、減塩のものがあるというのを口コミで伝えておくというのが必要だと思いました。
健康づくりに関して、楽しく取り組めるということで、今新潟県でグッピーというアプリがあるそうです。歩数が行政区単位で順位がわかる。自分が食べた食事を写真でとれば、何キロカロリーくらいかな、というのがわかる。そういったものが個人単位でなく、職域単位でも取り組めるということで、市内のある建設業界さんも取り組んでいるそうです。自分がやっていることが、何位と目でみて楽しめるというのを、ぜひ佐渡市でも活用してほしいという意見がありました。
いろんな健康課題を聞いてみて、まずは個人の努力だけでがんばるというのは難しいな。みんなでつながることが大事だよ。つながるためにはどうしたらいいのか。それにはみんなで食べること。火を囲むことなどがあります。
エピソードは、思い出に残って、印象に残るという話がありました。その中で、特に２つ話をしました。1つは運動、もう一つは食事のことです。
運動については、ヒルトップアリーナにはすごく素敵な機械がたくさん置いてありますが、その使い方が、こうするといいよと、アドバイスしてくれる人がいると、もっと使いやすいのにな。そこまで行かなくても公民館でいろんな体操をやっているので、そういうのを活用出来たらいい。肥満予防、肥満が健康課題でありますので、肥満予防にはこういう運動がおすすめだよと教えてもらう。そんなのがあるといいのではないかと、意見がありました。
食事についてです。濃い味付けを好む、ということがありますが、「いいねかっちゃ弁当」という、低栄養予防のためにだしをしっかりとって、たんぱく質や野菜が含まれているお弁当があります。そういうものや、健康推進員さんがレシピを作っているものをお弁当化して、イベントで販売すると、若い人からいろんな世代に届けることができる工夫になるのではないか、というアイディアが出ました。
職場地域、仲間でやれることについて。
朝食を食べていない、バランスの良い食事、濃い味付けを好む、ということを、飲食店やスーパーで啓発をする。例えば、濃い味付けだと、こういうデメリットがある、こういうレシピがあるといい、というところから。
　また市全体で、例えば毎月の「食育の日19日はみんなでこれを食べよう」というのがあればいいのかなという話がありました。作るのが難しい人は、スーパーでそれを買えばよい。佐渡市全体で例えば豆腐を醤油なしで食べる日、野菜をドレッシング無しで食べよう、そういうことが減塩につながる。
にいがた健康寿命日本一プロジェクトでそれぞれグループを作って、目標を立てて応募するのがありました。相川支所も社協さんも応募しましたし、社協さんはなんとすし券が当たったそうです。自分たちのグループで目標を選ぶんです。運動ではどの目標を選ぶか、例えば食事であれば、減塩に気をつけるとか、野菜を食べようとか。そういうのを作って、みんなで守る。1か月限定だったので、頑張れたと思います。そういう佐渡版の健康寿命日本一プロジェクトみたいなものができたらいいのかと思いました。
たくさんの良い意見が出た中から、市の様々な事業に取り入れてやっていきたいと思います。また、皆様の職場や団体に持ち帰り、こんなことやれるかな、というのを参考にしながら健康づくりに取り組んでいただけると嬉しく思います。今後とも連携して進めていきたいと思います。
４　閉会
人と話すことで、新しい発見や気づき、元気も交流されていきます。その中で出たアイディアを活用したり、広げたり、もんだりしながらというのを繰り返して佐渡の皆様が元気になるように、みんなで健康づくりをすすめていきたいと思います。

佐渡市には先ほど紹介した３つの健康づくり計画のほかに、自殺対策計画も加えて４つの計画があり、健康づくり分野で取り組んでいます。２次計画はあと２年で終わります。３次計画では令和８年度からの１０年間、どういう取り組みをしていくと佐渡のみんなが元気になれるのだろうということを考えていかなければならなりません。計画書が絵に描いた餅ではなく、みんなでどうやったらいいのか考えるという過程が大事です。
誰かに、やれと言われて、健康づくりはできるものではありません。わかってはいるけれど、なかなかできない、続けられない方がほとんどだと思います。みんなでどうやったらいいのだろうと、考える機会に健康づくり懇談会を活用させていただきたいと思います。
第３次計画に向けて、来年度は２回開催予定です。今日聞いた佐渡市の現状や気づいたことはぜひ職場・仲間・家族に少しでも伝えていただければ幸いです。本当に今日はありがとうございました。



